別紙②
＜「若者憲法集会2023」とそれに向かう「全国青年憲法運動」アピール＞
子どもたちとともに平和な社会を準備するために　
岸田政権は、大軍拡と改憲の動きを急速に強めています。
武力で解決という考え方は、学校に照らして考えたら、どういうことになるでしょうか。「殴ってきたら、殴るポーズをしたら、殴っていい」ということ。そんなこと、子どもたちには言いません。お互いの思いを聴き合い、言葉で距離を縮めていくように、一緒に考えます。
岸田政権が国会に諮らずに決めた「安保3文書」は、憲法9条を事実上なきものにし、アメリカと一緒に世界に先制攻撃を宣言するものです。学術研究も、企業の活動も、教育も、軍事のために動員される体制が着々と準備されています。それは、日本の教職員がかつて軍国主義の教育をになわされ、教え子を戦場に送り、侵略戦争に加担した痛恨の歴史と重なります。教え子を再び戦場へ送りたくない。私たちは、この動きを黙って見過ごすわけにはいきません。
2023年６月11日、「若者憲法集会2023」を開催します。若者憲法集会実行委員会は2014年に結成され、毎年、全国規模の集会をおこなってきました。全教青年部も実行委員会に参加し、事務局を担ってきました。2021年にいったん休止しましたが、この情勢のもとで活動を再開し、同世代の中に憲法を守り生かす大きな流れをつくります。
「若者憲法集会2023」では、憲法９条をもった国として、軍事対軍事ではなく、現行憲法に基づいた、平和と暮らしを大切にする政治の実現を掲げます。あわせて各地域・職場・で実行委員会をつくり改憲ではなく憲法の実現をめざす世論を広げる対話をおこなっていきます（「全国青年憲法運動」）。立憲主義と民主主義を否定する「自民党政権による改憲反対」、「現行憲法を生かして、青年の命と暮らしを守る」。この二つのことについて賛同してくれる青年を募っています。賛同者は氏名非公表でもOKです。氏名公表可能な方は、賛同人として紹介します。全教青年部常任委員会でつくる実行委員会は、全国の青年部員の過半数の賛同を目指します。ご協力をお願い致します。
いま、私たちは歴史的岐路にたっています。わたしたち青年教職員は、平和を求めます。憲法を生かした政治を求めます。このことを、「若者憲法集会2023」とそれに向かう「全国青年憲法運動」の成功によって日本と世界に示します。
　　　　　　　　　　　　2023年2月4日　全教青年部常任委員会
